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一つ活動が終わったら「くるりん」とひっくり

返して「おしまい」が分かります。どこまでや

れば終わりなのかが見て分かります。授業だけ

でなく、小さいサイズで作れば、支度や作業活

動の手順表としても使えます。黒地で作って見

やすさアップ！ 

「朝の会 進行ボード」 

 

「今日の予定」 

見やすい場所に、今日の時間割をホワイトボードに貼

っています。「どこで」「何をするのか」が分かるよう

に、活動場所や活動内容の写真・イラストも一緒に貼

ると、より見通しがもちやすいです。予定表を並べる

ことを児童生徒の係の仕事に位置づけて取り組んでい

る学級もあります。 

 

「月の予定」 

ひと月の見通し支援です。〇曜日にはこれ

がある！あと△日で運動会だ！などと、先

の見通しがもちやすいです。「昨日・今日・

明日」や「先週・来週」「先月・来月」の学

習にも役立ちます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「行き先を伝えよう」 

教室の内側扉に貼ってあります。 

「〇〇にいってきます。」と伝える学

習で使用しています。思いを伝えるこ

とと、どこかへ行くときは伝えていく

という、家庭生活でも守ってほしい約

束の学習でもあります。 

 

「手を洗おう」 

水道付近に掲示しています。 

丁寧な手洗いをするための支援です。 

どの部分を洗うのか、どのように手を動かすかが分

かるように工夫してある教材です。 

 

「できたね！かかりのしごと」 

係の仕事ができたら、自分でカレンダーにシールを

貼っていきます。 

シンプルですが、できたときにシールを貼っていく

方法は、評価が目に見えて残っていくので、子ども

たちにとっては嬉しく、次への励みになるもので

す。この「できたねカード」を子どもが自分で作り

教室内に掲示していることも意欲につながります。 


